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概要   

現在、WWWにおいてHTMLに代わる新たなマークアップ言語ⅩMLが注目されており、これを実際に  

利用するためのツールが提供されつつある。ⅩMLは多言語文番のためにUnicodeを採用している。しか  

しながら、実際にはインストール済みの文字フォントを始めとする利用者環境に影響を受け、ⅩM工ノ文書を  

表示できないことも多い。本研究では、著者らが開発したMHTML Browser開発で得られた知見に基づ  

き、多言語ⅩML文書を多種多様にわたる利用者環境において表示することを目的とする。今回はシステ  

ムの構想及び開発状況について発表する。  
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Abstract   

XMLisanewmarkuplanguagede汽nedbytheWWWConsortium・ManysoftwaretooIsfbrprocesslng  
XMLdocumentsareprovidedfreelyorcommerciallyandusedtodevelopapplicationsbasedonXML．  

TheUnicodecharactersetisusedfbrwritingmultilingualⅩMLdocuments．However，nOtallcomputing  

environmentsare ableto display m111tilingualdocuments because they do nothaveenoughcharacter  

払ntsorhavesomeotherproblems．Thispaperdescrib鱒aXMLbrowserofmultilingualdocumentsfbr  

usersofvariouscomputlngenVironments・It discusses problems ofexistingXMLbrowslngtOOIsand  

designandimplementationofthebrowser・  
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1．はじめに   

World WideWeb（WWW）ではその記述言語としてHTML（HypertextMarkupLanguage）が用いら  

れている。しかしながらHTMもには削約も多いため、より自由度の高いマークアップ言語であるⅩML  

（ExtensibleMarkupLanguage）がWWWコンソーシアム（W3C）によって提案されており、様々な分野  

で利用されつつある。  

ⅩMLでは多言語文書の記述を可能にするために、文字セットとしてUnicodeを採用している。Unicode  

には様々な言語のための文字が含まれているが、現状ではあらゆる環境でそれらのすべての文字を正しく  

表示できるとは限らない。  

本研究では、ⅩMIノで記述された多言語文書を様々な利用者環境で表示可能にするブラウザの開発を目的  

とする。著者らは以前HTMLで記述された多言語文書を表示可能にするMHTMIJBrowserを開発してお  

り、その開発過程で得た知見に基づいて本ブラウザの開発を進める。  

2．XMIJ文書の表示と多言語対応   

ⅩMLではUnicodeが採用されているため、多言語文書の記述は規格上では可能となっている。Unicode  

に対しては様々な問題点の指摘もされているが、JavaのようなUnicodeをサポートしたプログラミング  

言語も普及しており、Unicodeで書かれた多言語ⅩMIJ文書を処理する環境が整いつつある。一方、ⅩML  

文書の表示については、必要な文字フォントが備わっていなかったり、禁則処理などの各言語に依存した  

処理が行われなかったりして、正しく表示されない場合もまだ多い。  

本節ではⅩMIJ文書の表示における多言語対応の規状について検討する。ⅩMIJ文昏を表示する環境として  

は様々なものがあり、クライアント側でⅩMI」及びスタイルシートの処理を行って表示する方式と、サー  

バ側でⅩMLとスタイルシートの処理を行いHTMLやPDFなどクライアント側で表示可能な形式に変  

換する方式の2つの方式が存在する。前者の例としては、ⅩML対応のWWWブラウザとして最も普及  

していると思われるMicrosoftInternetExplorer（MS－IE）を、後者の例としてはApacheXMLProject［1］  

の一環として開発されているCocoonを取り上げる。  

MS－IEはバージョン4からⅩML対応が進められており、バージョン5ではCascadingStyleSheetsLeve1  

2（CSS2）［2］によってⅩML文書を整形して表示する機能を備えている。MS－IEでは文書を表示する際に  

オペレーティングシステム（OS）に組み込まれている文字フォントを主として用いる。そのため、多言語文  

晋を表示する際にはあらかじめ各言語相応の文字セットを備えたフォントを導入しておく必要がある。例  

えば、MS－Windows2000では様々な言語対応のフォントを選択して追加導入することが可能である。ま  

た、CSS2ではフォントをWWWサーバからダウンロードして使用することを指定できる。そのため、必  

要なフォントをWWWサーバ上に準備し、そのダウンロードを指定したスタイルシートを使用すること  

で、OSに組み込まれていないフォントを使って表示することが可能である。MS－IEでは文書の記述方向  

として左右両方向に相応している他、バージョン5．5では縦書きにも対応している。その他の各国語対応  

機能としては日本語の禁則処理などにも対応している。  

CocoonはWWWサーバ上で稼働する。サーバ上にⅩML文雷とともにⅩSI，（Extensible Stylesheet  

Language）で記述されたスタイルシートを格納しておき、ⅩMI」文書をスタイルシートによって整形・変  

換LたものをWWWブラウザに送って表示する。変換後の形式はM一般的なWWWブラウザによって理  

解できる必要があるため、HTMLやPDF形式が選ばれる。その結果、多言語表示に関してはWWWブ  

ラウザとそれが稼働しているOSなどに依存することになる。またHTMLについてはCSS2などにより  

フォントのダウンロード指定をすることが、PDFについてはフォントの埋め込みが可能となっているの  

で、OSに組み込まれていないフォントを便うことも可能である。  
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以上のように、多言語XML文書の表示については通常はブラウザが稼働している環境、特にOSが備え  

ている文字7オントの種類に依存する。また、OSが備えていない文字フォントに関してWWWサーバな  

どからダウンロードするように指定することは可能であるが、実際にどのフォントをダウンロ【ドすれば  

良いかは個々のOSの種類や設定に依存する。また、OSヤプラウザによって使用できるフォントのデータ  

形式に遠いがあるため、それらすべてに対応するようにWWWサーバ上にフォントを準備するのは難し  

い。CocoonでPDFに変換する場合は、フォントのデータ形式の問題は回避できるが、一般にPDFデー  

タの表示にはWWWブラウザとは別にPDf、表示用のソフトウェアが要求される。  

以上のように、ⅩMLの規格上は多言語文書を扱うことが出来るが、正しく表示できるかどうかは、実際の利  

用者の環境に大きく依存することになる。現状では各種言語のフォントをすべて追加導入したMS－Windows  

2000とMS－IE5．5の組合せが最良であるが、そのように利用者環境の統一をインターネット全体で行うこ  

とは事実上不可能である。  

近年、インターネットの利用者環境はパーソナルコンピュータ（PC）やT7Mクステーション（WS）のみで  

はなく、携帯情報端末や携帯電話なども加わり多様化している。，そのような多様な利用者環境においても  

様々な言語で昏かれた文書を正しく表示することが求められる。  

3．MHTML Browser   

WWWでは様々な言語で書かれたHTML文書が提供されている。MHTMI，（MultilingualHTML）Browser  

は、文字フォントがない環境においてそのような多言語HTML文書を表示するものである【3】［4】。MHTMIJ  

Browserは図1のような構成をとっており、GatewayによってHTML文書にその表示に必要な分だけの  

文字フォントを付加してクライアントに送る。クライアント上ではそのフォントを用いてHTML文書の  

表示を行う。表示機能はJavaAppletによって実現しているので、JavaAppletを実行できるWWWブ  

ラウザが備わっていれば、どんな環境でも多言語HTMI」文書を表示することが可能となる。  

図1MHTMIJBrowserの構成＝＝＝＝＝  

このMHTMLBrowserは利用者がURIJを指定して目的のページを見ることが出来るほか、「日本昔話の  

多言語ディジタル文庫」【5】のように文書提供者の側であらかじめMHTMLBrowserを組み込んで接供す  

ることも可能である。この組み込み機能を用いて、現在Dublin Coreメタデータの様々な言語で記述され  

た参照記述の提供も行っている【粧  

このようにMHTMLBrowserによって様々な言語のWWWページを見ることが可能になるが、以下の  

ような問題点も残されている。  

（1）禁則処理やワードラッピング処理の欠如  

（2）左から右への横書きのみの対応であり、アラビア語などの右から左に記述するような言語に未対応であ  

ること  

現在のMHTMLBrowserではGatewqyは文字フォントを付加する処理に留まっており、HTMLタグの  

解釈と表示レイアウト処理はすべてクライアント上にある・Viewerが行っている。このViewerにおいては  

言語依存の処理をしない構成をとっており、そのままではこれら2点の問題を解決するのは困難である。  

また、システム実現上の問題としても性能の低さや、操作性、相応しているHTMLタグの穏類の少なさ、  

組み込み機能におけるURIノや言語の指定方法などにも問題が残されている。  
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4．多様な利用者環境における多言語ⅩMIノブラウザ   

前述のようにMHTMLBrowserにはいくつかの問題点が残されているものの、文字フォントなどの利用  

者環境に依存することなく多言語文書を表示可能としている点は情報提供する際の大きな利点である。著  

者らは硯在メタデータのレジストリの開発を行っており、そこで様々な言語で記述されたメタデータの表  

示のためにもMHTMLBrowser相当の機能が必要であると考えている［7】。また、メタデータレジストリ  

でほ、メタデータの記述形式としてRDF（ResourceDescriptionFramework）を前揺としているため、表  

示機絶としてもⅩMLに対応していることが望まれる。ⅩMLはHTMLに比べて文書構造をより自由に  

表現することが出来るため、今後の情報流通の際のデー タ形式として有望視されている。  

そこで本研究ではⅩMLで記述された多言語文書を対象としたブラウザの開発を行う。ⅩMLを採用する  

ことによって、HTMLをⅩML規格に基づいて再定義したⅩHTML規格への対応も可能であり、また何  

らかの前処理を施すことによって現存する多くのHTML文書の表示も可能であると考えられる。  

本稿冒頭で述べたようにⅩMLではUnicodeが採用されており、データ形式として多言語文書の記述は可  

能である。しかしながら、2節で述べたようにその表示についてはまだまだ利用者環境に大きく依存し、ど  

こでも多言語文書を正しく表示できるという状態には至っていない。また、ⅩML文番を表示するには文  

字フォントを備えているだけではなく、ⅩSIJの処理機構なども備えることになるため、ある程度の処理能  

力を備えた環境が求められる。そのような要求を極力減らし、より多くの利用者環境で多言語ⅩML文書  

の表示を可能にするブラウザの開発を行う。  

携帯電話などの処理能力が低い環境を想定して考えられたブラウザの規格としてWAP（Wirele＄SApplication  

Protocol）がある［8】。WAPではMHTMLBrowserと同様にGatewayを設置し、そのGatewayである  

程度の処理を行った結果を端末に送ることで端末装置の負荷と通信データ量を軽減することを狙っている。  

今回開発するシステムでは、このWAPを参考にして、MHTMLBrowserのシステム構成を受け継ぎつつ  

それぞれの構成要素の役割分担を以下のように見直した。  

（a）Gatewayでは、文字フォントを付与するだけでなく、ⅩMLタグの解釈とスタイルシートの処坤を行っ  

て、表示に必要なレイアウト情報を生成する。そのレイアウト情報には禁則処理やワードラッピング、記  

述方向に関するものも含める。  

（b）Viewerでは、Gatewayから渡されたレイアウト情報に基づき、付与された文字フォントを用いて実際  

の画面に合わせた表示を行う。  

Gateway側でより多くの処理を行うことによってViewer側の処理が軽減されるので、MHTMLBrowserに  

比べてクライアントに対する負荷の軽減が期待できる。また、禁則処理など言語に依存した処理をGateway  

側で行うことにより、Viewerの変更なしに対応言語を拡張することも可能となる。  

開発については、Viewerだけでなく、Gateway機能もJavaを用いて開発することにより、Gatewayの  

移植性も高める。ⅩMLのタグ処理及びスタイルシート処理に関しては既存のライブラリなどを利用する  

ことを考えている。なお、Unicode以外の文字コード系への対応やHTMLへの対応については前処理系  

を準備することで対応する。  

5．おわりに   

本稿では多様な利用者環境で多言語ⅩML文書を表示するブラウザのシステムの構想を中心に述べた二 現  

在、システムの開発は2001年3月頃に最初の版を公開することを目標に進めている。  
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